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   開     議 

 

 

○内谷邦彦議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○内谷邦彦議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 平井直之議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 順位10番、議席番号１番、平井

直之議員。 

  （１番平井直之議員登壇） 

○１番 平井直之議員 おはようございます。21

爽風会の平井直之です。よろしくお願いいたし

ます。 

 通告に従いまして、私からは、大項目、長井

南産業団地について１項目ではありますが、質

問させていただきます。長井南産業団地につき

ましては、浅野敏明議員、鈴木一則議員の質問

にもございましたので、重複するところもある

かと思いますがよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 昨年国勢調査が行われ、本市の人口において

は約２万4,000人とお聞きしました。2020年と

2025年で比較しますと約2,000人減少しており

人口減少が進んでおります。これには少子高齢

化の影響が大きくなっていると考えております。 

 この人口減少を抑えていくには、まず若い人

にこの長井に残ってもらう、あるいは戻ってき

てもらうことが必要と考えます。若い人に残っ

てもらう、戻ってきてもらうには、安心して生

活ができる環境が一番重要であります。それに

は、安心して働ける場所が必要なのではないで

しょうか。 

 市内の製造業の企業が2027年３月にて工場を

閉鎖するとのお話をお聞きしました。100人規

模の企業がこの長井市からなくなってしまうこ

とはとても残念ですし、そこで働いておられる

方々は今後の生活設計を変えなければならなく、

大きな問題であります。この長井市から働く場

所がなくなってしまうということは、ますます

若者が長井から離れてしまうのではないでしょ

うか。そのことから、長井南産業団地の重要性、

そして緊急性が増してきているのではないかと

思っております。 

 長井南産業団地には市内の企業が１社が決ま

りましたが、これは生産場所の移転であり、企

業誘致とは言えないのではないかと思っており

ます。確かに、移転先が本市に残っていただけ

ることは大変ありがたいことでありますが、こ

れからの若い人に選んでいただけるような新た

な企業、私としては、製造業の企業が必要なの

ではないかと思い質問いたします。 

 １つ目ですが、これまでの企業誘致について、

どのような取組をされてきましたか。新産業団

地整備課長にお伺いいたします。 

○内谷邦彦議長 竹田祐子新産業団地整備課長。 

○竹田祐子新産業団地整備課長 おはようござい

ます。 

 現在までの取組についてということでお尋ね


